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1. はじめに
日本語 (共通語) の ｢ - て い る+ は動作の継続と結果状態の継続の両方を表 し､ 動詞の タイ プに
よ っ て どちらか の意味に決まるの が普通である ｡ ホ ジ ェ ン語注' にも日本語の ｢ - て い る+ に似た構
造がある｡ しか も､ 動作の継続 を表す- mibi- と結果の継続を表す -r ebi- の 二通りがある｡ ま た､ こ の
二 つ の形式と共起する動詞の ア ス ペ ク ト的特質は異なり､ - mibi- と共起す る動詞が日本語の い わゆる
動作動詞､ - re bi- と共起する動詞は い わゆる変化動詞に相当する o これ に つ い て は ､ 拙論(2 0 0 4)です
で に考察を行 っ た ｡ 当時は - mibir e n, -r ebir e nと い う非過去形三人称の 形式の み を考察対象とした ｡
本稿は､ その後の補足調査 に基づ き､ Ⅴ- mibi- (継続相) とⅤ- r ebi- (結果相) の パ ラ ダイ ム を提示
するこ とを試み るもの で ある 注2 ｡ そして ､ 完成相に つ い て 予測を立て て おく｡ 個々 の記述にまだ問窟
が多い が ､ 今後分析する こ とにする ｡ 本論を始める前にホ ジ ェ ン語の動詞の形態的特徴に つ い て簡単
に触れて おく｡
ホ ジ ュ ン 語は形態的に は ､ 接辞､ 語尾による謬着的構造をも つ . 動詞に はヴォイ ス ､ ア ス ペ ク ト､
時制､ 法､ 人称､ 数の カテ ゴリ ー がある ｡ 動詞語幹に は基本語幹と､ ヴ ォイ スや アス ペ ク トを表す派
生接辞に よ っ て 派生ざれた派生語幹とがあり､ これ らの 語幹に文法的機能を表す屈折接尾辞が付く ｡
他の ツ ン グ ー ス語 と同じように ､ 動詞の 活用形 に定動詞形､ 形動詞形､ 副動詞形などがある ｡ これら
の用語は従来ツ ン グ ー ス語研究 に多用ざれて きた用語 であり､ 本稿もこれらの用語を採用するo 機能
的に は､ 定動詞がもっ ぱら述語として用 い られるの に対し ､ 形動詞は(1)述語として 使われる ､ (2)名
詞の修飾語となる ､ (3)それ自身が名詞にな っ て 格語尾を取る ､ と い っ た三 つ の機能を持っ て い る｡
2. ホ ジ ェ ン語の - mi bi- 注3 と - re bト
乙 1. ア ス ペ ク ト体系
ホ ジ ュ ン 語の ア ス ペ クト ･ テ ン ス体系に つ い て ､ Zha ng et al.(1 9 89)は次の ように記述し､ 表1 のよ
うな体系を提示 した ｡
The r e a retw oten s es, pr es entandpa st, andtw o a spe cts, gene ral and progre ssive,
in the He zhe nla ngu age . T hey c ombine to pr oduc ethe four diferentfor ms ofa verb.
(Zhang et al.(1 9 8 9: 6 0))
pr ogressive gen eral
past jefe mi
bixe
jefe xe
bici
Pre s ent jefe mi
biyi
jefeyi
bisi
表1 ア ス ペ ク ト ･ テ ン ス体系 (Z hang et a】.(1 9 89:60))
こ のような先行研究を踏まえ ､ 以下に筆者の 調査に基づく記述を行う0
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表2 に ホジ ェ ン 語の ア ス ペ クト ･ テ ン ス 体系を示すD 動詞は テ ン ス の対立 によ っ て ､ 非過去形と過
去形に分かれる｡ ア ス ペ クトに関して は三項が対立し､ それぞれ完成相 ､ 継続相､ 結果相と名づ け
る o
ア ス ペ クト
テ ン ス
完成相 継続相 結果相
非過主 -r e - mi bi- si/bi-T e n -r ebi-si/bi- fen
過去 ー X e - mi bi- ci - r ebi- ci
表2 ホ ジェ ン語のアス ペ ク ト ･ テ ンス体系
本稿は継続相 ､ 結果相に重点をおき､ 記述を進めて い くが ､ その前にまず完成相に若干触れた い ｡
完成相に つ い て の調査はまだ不十分であるため ､ こ こ で は､ 現時点で わか っ て い る こ とを述 べ ､ 予測
を立て て おくに とどめる ｡
- r eは定動詞形を作る接辞で あり､ 時制捌こは非過去を表す. 定動詞非過去形の 接辞は三人称の場合
だけ-reが用 い られ ､ - ､ 二 人称の場合接辞は -¢で ある ｡ 1で述べ たように ､ 定動詞はも っ ばら述語と
Lて 使われる ｡ 一 方､ 形動詞も述語として 使われる機能を持 っ て い る ｡ 定動詞と形動詞は それぞれ非
過去形と過去形の 時制範暗がある｡ 形動詞過去形と定動詞直接法過去形は ､ ともに ｢語幹＋ Ⅹe＋人
称+ で あり､ 同音形式である ｡ 形動詞と定動詞の非過去形及びそれ に後続する人称接辞はそれぞれ異
なる音形 を持つ o 形動詞非過去形は ｢語幹＋yi＋人称I+ であり､ 定動詞非過去形は ｢語幹＋ ¢/re＋
人称II+ である 舶 . 実際の テキス トにお い て は ､ 定動詞は三人称 (-re/- re n) だけ形動詞と平行的に使
われ ､ - ､ 二 人称は は とん ど現れず､ 形動詞が用い られるo 形動詞非過去形-yiは､ 動作 が恒常的に行
われる こ とか ､ 動作が発話時と同時か発話時に後行する ことを表し､ ア ス ペク ト的に は中立的に な っ
て ､ - mibi- si, - r ebi- siと対立をなすとは言い がた い ｡ これ に対し､ -r eは動作が恒常的に行われるこ
とか ､ 発話時に後行する こ とを表し注5 ､ アス ペ クト的に は- mibi-si, -r ebi-siと対立をなすと思われ
るo すなわち ､ 三 人称にお い て はI r eは - mibi-si, -re bi- siとア ス ペ ク ト的に 対立する と言う ことが で
きるの で ､ これを完成相と呼ぶ ことにする ｡ それ に準じて ､ 過去形- Ⅹeも完成相として位置づ けた
が､ 完全に - mibトcト, -re bi- ci- と対立をなすか どうかはまだ調査して い ない ため ､ 確信が持て ない o
これ は今後の課題とする ｡
2.2 : mi bi- と -rebトの 意味､ 機能
- miと- r eは 二 つ の動詞 (V lとV 2) を結び付ける副動詞を形成する接尾辞であり､ - miはVlがV 2の
様態で ある こ とを､ - reはV lがV 2 に先行する こ とを表して い る (安 1986:p55-56) ｡ 大まかに - miは
｢ - しながら - + ､ - r eは ｢ - して か ら - + と日本語に訳すこ とがで きる. bi- は存在動詞で ､ ｢い
る､ ある+ を意味する｡ こ こで は､ 日本語の ｢ - て い る+ の ｢い る+ に似て ､ 補助動詞として用い
られ ､ - mi､ - r eと の結びつ きが強く ､ - 体 にな っ て い るように見なすことが で きる. bi- は不規則動詞
で あり､ 他の動詞と活用法が異なり､ 非過去形はbi- si､ 過去形はbi- ciで ､ それぞれの後に さらに人称
が付加する ｡ 非過去形三人称に お い て ､ bi-r e/re nの語形も併用される
注6
.
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2.2.1 : mibi-
- mi bi一 に 関して ､ Z ha ng et al. (1989) で は こ のような記述があっ た .
The pastprogre ssiv e a spe ctindic ate sthat the a ctio n wa sgo lng O n at a glV e ntim e
in the pa st･Itis fo r m ed firstby ad ding - mi to the v e rbstem ,then by addingbix e o rb ici
with the corr e spoding r efe r e ntialpe r son s u桁.x.(P60)
The pr e se ntprogr es siv e a spect indicatesthatthe a ctio nisin progres sat the
m o m entofspe aking.(P 6 2)
Z hang etal･(1989)で提示ざれた rjefe+ (食べ る) とい う動詞の進行形 (pr ogre ssiv e) の パ ラダ
イ ム をまとめると下記の表3に なる ｡
Sg･ pl.
1 2 3 1 2 3
現在
進行･
jefe mi
biyi
bisiyi
jefe mi
biyisi
jefe mi
biyini
bisini
bir e n
jefemi
biw u
jefe mi
biyis u
: biyiti
′ ● ■ ■ ■ ■ J -
jefe mi: bisiti
■ ● ■ l P T ＋ r t
: bir en
bisisi bisiw u bisis u
過去
進行
jefe mi
bix eyl
biciyi
jefe mi
bix esi
jefe mi
bix e ni
jefe mi
bix e w u
biciw u
jefe mi
bix es u
bicis u
jefe mi
bix eti
bicisi bi°ini biciti
蓑3 動;qu
'
efe ｢食 べ る+ の 進行形パ ラダイム (Z ha ng etal.(1 98 9))
bi- の非過去形はbi- si,bトyi､ 過去形 はbi- ci, bi- Ⅹe､ それぞれ二通りの語形が記述されて い る o biが
規則変化と不規則変化を両方行うように見られ る｡ しか し､ 筆者の 調査で は ､ Ⅶ ibi-yi, Ⅶ ibトⅩeの
ような例が確認ざれなか っ た 注7 ｡
動詞c apci ｢切る
注8
+ の継続相の パ ラダイ ム を表4に示す｡ 非過去形は発話時点で動作が継続して い
る こ とを表し､ 過去形は発話時より前の時点で動作が継続して い る ことを表す｡
継続相非過去 継続相過去
1sg. capql- mibi- si-yl capcト mibi- cl-yl
2sg. c apcトyトSi c apc卜 mibi- ciTSi
3sg. capcl- mibi-si-ni. c apcl
- mibi- ci- ni
1pl. c apcl- mibi- si- w u･ c apcト mibi- ci- w u
2pl. capcl- mibi-yl-Si capcl- mibi- ci一義i
3pl. capcl- mibi-re capcl- mibi-Ci- ni
表4 動詞capci ｢切る+ 継続相パ ラダイ ム
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表4 に関して 次の四 つ の 留意点がある ｡
1)二 人称単数非過去形ほ形動詞の形しか確認で きなか っ た (例2a) 0 jigji( ｢燃やす+) という動詞
の例 (例2 b) で は ､ jig]
'
i- m bi-yi- siとな っ て い るo - mibi- の非過去形は - mi bi-si＋人称で ､ 理論上 は 二
人称単数は - mibi-si- siとなるはずだが ､ 実際bi-yトsiと uう推測と違う答えが出て い る｡ 田口善久氏の
示唆による と､ これ は 二 つ の原因が考えられるo i. bi- が他の動詞と同様に規,a,rJ 変化を行い ､ bi- の 非
過去形もbトsiで は なく､ bi-yiとな っ た｡ ii. bトの非過去形を作る按酔siがたまたま二 人称単数接尾辞
と同音形式であり､ 同じ音の連続を避けるため､ 真ん中のsiの子音が脱落し､ yiとな っ た｡ 結論を出
すに は話者の確認が必 要である と思われる｡
2)非過去二 人称複数と過去二 人称複数は それぞれ ､ c apciⅧ ibiサ si ,c apciⅧ ibトci-siにな っ て い
る｡ 例 (5) ､ 例 (l l) ｡ 形動詞の パ ラ ダイ ム上 で は 二人称複数人称接尾辞は-s uで あるが ､ 実際の テ
キス トで は - siで現れる こ とが多い ｡
3)2)と同じ こ とが三 人称に関して も言える｡ 例 (3) ､ 例 (12) ｡ 形動詞の パ ラ ダイ ム上 で は三人称
複数形は -ti であるが ､ 実際の テキス トで は ､ 単数形の - niが現れ るこ とが多い o
4)三 人称接尾辞- niが実際の発音で は､ 母音iが無声化し､ n になる ことが多い ｡
以下に c apcトの例文を示すo 調査方法として筆者は中国語で作文し､ それ をホジ ェ ン 語に訳して も
ら っ た｡ 調査時に使 っ た中国語を括弧の 中に提示する注9 ｡
(1)bi m o- w e c apci- 也 .
私 木一対格 切る- 蜘 g.
私は木を切 っ て い る ｡
(2)a. m o c apcト 出
木 切る- -2s
(我現在正欲樹照o )
a?
疑
あなたは木を切 っ て い るか ? (佑正欲樹脚阿?)
b･ si esi tu a Jlg】1
- 臥 _ +虹妊旦皇 a?
あなた 今 火 燃やす- 地 疑
(3)m o c apci- 地 a?
木 切る - 幽 & 疑
彼は木を切 っ て い るか? (他正欲樹呪岬?)
(4)bu m o- w e c apci- 地 .
私たち 木一対格 切る一 也 .
私たちは木を切っ て い る｡ (我イ口正欲樹堀｡ )
(5)s u e si m o- we capc ト 地 a?
あなた連 今 木 対格 切る 一 曲 疑
あなた連木を切っ て い るか ? (件イ口現在正欲樹脚阿?)
(6)tugulin m o- we c apcl- 盟 _ 也 .
彼ら 木｢対格 切る一 迫 地
彼らは木を切 っ て い る｡ (他イ口正欲樹堀｡ )
(7)siks e nia ni e m e-yi- du Ⅶi bi m o- we c apci選 出 ..
昨日 彼 来る-形非 ヰ 称3sg･ 私 本 対格 切る - 地 &
昨日彼が来たとき私は木を切 っ て い たo (昨琴他来的吋候我正欲耐 熱 )
(8)siks e tugulin e m e-yi-du - ni, m o- w e c apcl- 地 主 a?
昨日 彼ら 来る-形非ヰ 格-3sg. 木一 対格 切る一 旦 地 & 疑
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昨日彼らが来年ときに あなたが木を切 っ て い たか? (昨天他イ口来的吋候休欲樹来的 即 )
(9)siks e mini e n e-yi-du -yi, niani m o- w e capc ト塾止呈 出 .
昨日 私 行く -形非 ヰ格 -1sg･ 彼 木 対格 切る一 旦 血 塊
昨日私が行っ た とき ､ 彼は木を切 っ て い た ｡ (昨天我去的吋候 , 他欲樹来的 ｡ )
(10)siks e nia nie m e-yi-du - ni, bu julu m o- w e c apc ト辺 地 .
昨日 彼 来る-形非 -与格 -3sg. 私た ち 二 木一対格 切る - 蜘 姓
昨日彼が来た とき ､ 私たち 二 人 は木を切 っ て い た｡ (昨天他来的吋候我イ口備欲樹来
的｡ )
(11)sikse tigdeヴi-du -yi, su u rke n-du m o- w e c apc l- 出 二由 a?
昨日 雨が降る-形非ヰ 格一再帰sg. あなた連 山ヰ 格 木 対格 切る - m b トci- si 疑
昨日雨が降っ た とき ､ あなた達は山で木を切 っ て い たか ? (昨天下雨的吋候体イロ正在山
上欲樹来的阿?)
(12)siks e minie n e-Ⅹe- du -yi, tugulin m o- w e c apcl一 辺 地 .
昨日 私 行く 一過去一与 称1sg. 彼ら 木 対格 切る 一 辺過去由退室&
昨日私が行 っ た とき ､ 彼らは木を切 っ て い た ｡ ( 昨天我去的吋候他イロ丘欲樹呪｡ )
2.3. ィ ebi一
動詞te ｢座る+ の結果相の パ ラ ダイ ム を表5に示す｡ 非過去形は発話時に変化の腐果が残っ て い る
こ とを表し､ 過去形 は発話時より前の時点に行われた変化の結果状態に ある こ とを表す ｡
結果相非過去 結果相過去
lsg.. te
- r ebi-sトyl te -r ebi- c l-yl
2sg. te -r ebi-yl-Si te- r ebi- ci-si
3sg. te- re bi-si-ni, te- r ebi- r e te- r ebi- ci- ni
lpl. te- r ebi-si- w u te-r ebi-ci- w u
2pl. te -r ebi-yi- si te -r ebi-ci-su
3pl. te- r ebi- ren te- r e.bi- ci- ni
表5 動詞te ｢座る+ 結果相パ ラダイム
表5に関して ､ 表4 の留意点1)､ 3)､ 4)と同じこ とが観察される ｡ 過去二 人称複数で は パ ラダイ ム上
どおりのbトci-su の形も確認で きた｡ 単数と複数が混合して 使われて い る と言えるだ ろう｡
以下にte- の例文を示す｡
(13)bi te- 也 .
私 座る 一 望L吐盛ユ旦g.
私は座 っ て い る. (我正坐着裾 o )
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(14)si te一工旦 止 虫垣 a?
あなた 座るこ 地 主適 疑
あなたは座 っ て い るか? (佑坐着卿阿?)
(1 5)a. nia n te- r e bi- si- ni a?
彼 座る- r eb トsト3sg. 罪
彼は座っ て い るか? (他坐着脚阿?)
b. nia n te- re bi- r e.
彼 座る 一 望 迦
彼は座 っ て い る ｡ (他坐着嘱｡ )
(16)bu tu ru te 一 也 , si JOE-dule niNe- ru .
私たち 外 座る - 他 姓 あなた 象 向格 入る 一命令
私たちは外で座 っ て い るよ ､ 家に入りなざ い ｡ (他1[]在院子里坐看 取 俸迭屋 軌 )
(1 7)s u julu te- 虹 迦望由皇 a ?
あなた達 二 座る一 望止真二虫垣 疑
あなた連二人座 っ て い るか? (尉口丙十坐着 脚阿?)
(18)tugulin tu ru te -r ebi- T e n.
彼ら 外 座る一 迫 地
彼らは外で座っ て い る｡ (他爪正在院子坐着呪｡ )
(19)siks e nia nie m e-yi- du - ni bi
昨日 彼 来る -形非ヰ 称3sg. 私
昨日彼が来た とき私は座っ て い た｡
(2 0)siks etugulin e m e-yi-du- ni,
te一 也 .
座る 一 旦 迦 出 &
(昨天地来的吋候我正坐着 軌 )
te-r ebトci-si a?
昨日 彼ら 来る 一形非与 格 -3sg. 座る-£ 地 & 疑
昨日彼らが来たときあなたは座 っ て い たか? (昨天他イロ釆吋候佑坐着来的阿?)
(21)siks e mini e n e-xe-du-yi, te-r ebi- ci-n .
昨日 私 行く 過 去ヰ 称 1sg･ 座る 一工 地 &
昨日私が行っ たとき彼が座っ て い た｡ (昨天我去的肘候他正坐着呪 ｡ )
(2 2)sikse nia nie me -yi-du - ni, tu rute -re bi-ci- w u.
昨日 彼 来る 席 非ヰ 称3sg. 外 座る 一 也
昨日彼が来たとき私たちは外で座 っ て い た o (昨天他来的吋候我イロ偶在外面坐著来
的｡ )
(23)siks e nia nie me-yi-du -ni, tu ru te-r ebi-cトsu?
昨日 彼 来る 一形非ヰ格 -3sg･ 外 座る一 他 姓
昨日彼が来た ときあなた達は外で座 っ て いたか? (昨天他来的吋候 馴]在院子里坐着来
的岬?)
(2 4)siks e mini e °e- Ⅹe n-du -yi, tu rute- r ebi-ci- n .
昨日 私 行く一過去ヰ 格-1sg. 外 座る一 巡 地
昨日私が行 っ た とき彼らは外に座 っ て い た
○ (昨天我去的肘候他イロ正在院子里坐着
裾｡ )
ホ ジ ェ ン 語の - mibト, - r ebi- が構造的に も､ 機能的にも日本語の ｢ - て い る+ に似て い るが ､ 完
全に 一 致する わけで はな い o 日本語で ｢- て い る+ で しかで きない 表現は ホジ ュ ン語で必ず- mibi-
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か - re b トを使う とは 限らない ｡ 代わりに形動詞が使われ るこ とが多い ｡ それ は ､ 上 の述べ たように形
動詞が アス ペ クト的に 中立して い る こ とが 一 つ の 大きな要因として考 えられ る o 例 (2 5) - (28)
を見て分か るとおり､ -yiが動作継続や結果状態も表す ことがで きる｡ ただ し ､ 動詞に よ っ て は ､ - mi
bi-, - r eb トと -yiが言い 替え で きない場合もあり得る と考えられる｡
く｡
これ に 関して は今後調査して い
(25)niani e si s u rgi- w e ke rci-yi- ni.
彼 今 野莱一 対格 切る 一由一3sg.
彼は今野菜 を切 っ て い るとこ ろだ ｡
(26)inakin bugdan e-由一 ni.
犬 走る一滋-3sg.
犬が走 っ て い る ｡
(2 7)ei birakan eyト5ti- ni.
こ の 小ざ い 川 流れる -由-3sg.
小さ い川が流れて い る｡
(28)fu rgian te rgele titi一 迫-ni.
赤 い 服 着る 一由一3sg.
彼は赤い 服を着て い る｡
2.4 : mi bト. - rebトと共起する動詞の傾向注10
- mi bi- と共起する動詞は上で挙げられたc apci- ､ jig]
'
i- の ほか に ､ 以下の ようなもの がある .
(29)jefu - (食べ る) o mi- (飲む) kinda- (放す)jobgolo- (挿す) ker ci- (切る) degde-
(飛ぶ) bugdane - (走る) Ⅹuli- (歩く) a血e- (寝る) Ⅹa nke- (怒る) s oNo- (泣
く) Sa ne- ( 噛む) ili- (立つ) te- (座る) eyi- (流れる) ta主- (燃 える)
-r ebi- と共起する動詞 は上で挙げられたte- の ほか に､ 以下の ようなもの がある ｡
(30) miaku - (脆く) dudu - (横に なる) da- (なる) s e n e- (目が覚める) da si- (閉まる)
nix ele- (開く)s eyi- (詰まる) 1oku - (掛かる) m uku - ( 冷めろ) m uku- (消える)
cipka- (滞れる) 1a xtu - (付く) orgi- (乾く)jafe- (嘩つ) Ⅹebli- (抱える) Sa n e-
(噛む) a cu - (脱ぐ) ili- (立 つ)
- mibi- と共起する動詞と- F ebi- と共起する動詞が持つ ア ス ペク ト的な性質は異なっ て おり､ - mi bi-
と共起する動詞は日本語の い わゆる動作動詞､ -r ebi- と共起する動詞はい わゆる変化動詞 に ほぼ相当
する ｡ これ に関して は ､ 2 04年日本言語学会第1 28回大会で発表し､ 詳しくは予稿集を参照ざれた い
(p311 - 316) ｡
3. まとめと今後の課題
以上 - mibi-, - r ebi- の意味､ 用法 を中心 に見て きた . - mi b トと- r ebi- は ともに ｢副動詞＋存在動
詞+
ー
という構造上の特徴 を持ち ､ ア ス ペ ク ト的には- mi bi- は動作の継続を表す継続相 で あり､ - r eb ト
は結果状態の継続 を表す結果相 で あるo また ､ - mibi- と-r ebi- と共起する動詞の語条約ア ス ペク ト性
質が異なり､ それぞれ日本語の い わ ゆる動作動詞と変化動詞に ほぼ平行する ｡
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定勅許r e, -Ⅹeを ア ス ペク ト的に完成相として扱 っ たが ､ より詳しい 分析は今後調査をして か ら行い
たい ｡
最後に ､ 他の ツ ン グ - ス諸語に おける ホジ ェ ン 語の - mibi- と似た形式に つ い て触れて お きた い o ホ
ジ ェ ン語の - mibi- , -re bi- の ようなアス ペ クト形式は ツ ン グ ー ス ー 般の現象で はないii11｡ が ､ 似た現
象は同じ中国領内の ツ ン グ ー ス 系言語郡温克語 (ソロ ン 語) と郡倫春語 (エ ウ ェ ン キ ー 語に含まれる
とされる) に も見られる 注12o これらの南部で話されて い る ツ ン グ ー ス諸語が周辺言語 (満州語やモ
ン ゴル語) の影響を受け､ 独自に発展して きた形式なの か どうか､ 興味深い 問題で あり､ 今後解明 し
て い きたい ｡
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注娃1
ホ ジ ェ ン 語 は中国黒龍江省黒龍江､ 烏蘇里江流域 に住む ホジ ェ ン 族の 言語 で､ ツ ン グ ー ス 満州話語 に属 してV) ると み な され
る〇 2 00 0年の 国勢調査 に よ る と､ 人 口 は4 64 0人で あ るo ま た､ 2 0 01年 の統計 で は､ 母 語話者 は1 9人で あ る｡ 方言 は へ ジ ェ ン
方言 と キ ー レ ン 方言が あり､ 本稿 の 記述 ほ キ ー レ ン 方言 に基 づ い て い る ｡
i主2
本稿で 扱う資料は2 00 4年9月 に､ 相 異龍江省同江市街津口 郷､ 尤翠 玉 (1 9 27年生まれ) から採録 し た もの で ある D また ､
本稿 を作成する に あた っ て ､ 風間伸次郎､ 中川裕両先生 に御指導､ 御教示 い た だい た｡ この 場 を借りて お 礼申 し上げる｡
ホ ジ ェ ン 語の音素目録 は以下の通り :
母音 :/a【cl],i, u, e[ah o【○】/
子音 :/p･ b･ t, d, c帆j【d3】, 汰, 冒, Ⅹ, m , n , N 帆 ヂ, s, S【J】, r,1, yU】, w/
lei
- mi が実際 の発音で は ､ 母音i が無声化 し､ m に な るこ と が 多 い o
湘 形動詞 に付く人称接尾辞を人称 Ⅰ と し､ 定動詞に付く人称接尾辞を人称IIとし､ 表aに 示す｡ 動詞jefu ｢食 べ る+ の 形動詞形
の パ ラ ダイ ム を表b に示すo jefu ｢食 べ る+ の 定動詞非過去形 の パ ラ ダイ ムを表 cに 示すo 基本 的に ほ 李 (2 00 3)
るo 表b は李 (2 0 03) と 一 致す る が ､ 表aと表cは多少異な っ て い るo こ れ に つ い て の 詳 し い 記述 は今後行うo
Sg･ pl.
1 2 3 1 2 3
人称Ⅰ yi si ni W u S u ti
人称II mi si め/n W u め/n
表a 動詞人称接尾辞
に基づ い て い
へ酎
形動詞
Sg. pl.
1 2 3 1 2 3
非逸去 ･jefu-yi-yl jefu-yl-Si jefu-yi- ni jefu-yi- w u jefu-yi-s u jefu -yi-ti
過去 jefu-Ⅹe-yi jefu-Ⅹe-si feju -Ⅹe- ni/- Ⅹe n jefu -Ⅹe- w u jefu- Ⅹe-s u jefu-Ⅹe-ti
表b 動鞄 efu ｢食 べ るJ の 形動詞形 の パ ラ ダイム
人称ⅠⅠ
定動詞
･Sg･ pl.
1 2 3 1 2 3
非過去 jefu- め - mi jefu- め -si jefu- re- め/-n jefu- め - w u jefu-r e-a)rn
表c jefu ｢食 べ る+ の 定動詞非過去形 のパ ラ ダイム
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庄5
デ ー タ の 中で ､ - r eが 用 い られ た文は 全部 一 般的に 行われ る動作､ 発話時に後行す る動作を表すもの で あ っ た o こ の こ とか
ら-r eは ア ス ペ ク ト 的に- mi bi- , - rebi- と対立をなして い る と考えた が ､
な っ て く るの で ､ 今後の 課題 に した い o
1)tu m akitigde- 壁 .
明日 雨 が降 る-f e
明日雨 が降りそう｡
2)ya x a nde tu m akieme -te.
たぶ ん 明日 来 るIt e
彼 は明日たぶ ん 来 る だろうo
3)tu m akie m e-r e.
明日 来 る一 望
彼は 明日来る o
4)buda jefu-yi-du -yi
ご飯 食 べ る一 形非ヰ格･再帰sg,
彼女 は食事の こ ろ戻 っ て く る｡
5)ei nio nio Saku ai ne 凪
こ の 人 人 皆 よい と
皆が こ の 人が い い 人だ と 言うo
6)ya°-de ulxi-f e･ niani ya °
何= 付属 で き る一 辺 彼 何
注6
-
yi と の言い 替えが可能 か どう か と い う点も当然問題 と
em ergl
-£宣.
戻 る IE e
X eS u-£皇,
ユ >
看 つ -主星
Saku sa一三皇. edeN bi-Se n.
皆 知 る一 巡 あ ほ で ある- 否定3sg.
彼 ほ何で もで きる, 何 で も知 っ て い るo あ ほ じ や ない o
- re/- renの 意味､ 用法及びbi-si十三 人称 とbi-r e/renの 交替条件 に つ い て はま だ研究中であり､
と古い 形 と 見られ るo (例えば ‥ ウイ ル タ語:bisi,bici) ただ し､
とbi-Ⅹeとの 間で ゆれ が見られ るo bi-Ⅹeが 一 例見 られ るo
em ar nian ei m a m akcen xite bi- Ⅹe-ni.
一 年 こ の 婆 ざ ん 子供 ある一 過 卦3sg.
ある年､ 婆 ざん に子供 が で きた｡
今後の課題 にする｡
注7 風間伸次郎氏 によ る と､ 他の ツ ン グ ー ス 凱 お ける存在動詞の語形もほ と ん どbi- T･ ､ 不規則変化を行うo bisi､ bici はわり
存在動詞として使われる場合､ 若 い 話者(50成代) で はbi-ci
注8
capciは斧などで 木を叩きき る動作を表すo 包丁で 野菜を切 るはまた別 の動詞kerci で表すo
注9 グロ ス に用 い た略語は以下 のとおりであ るo
I/2/3 :1人称/2人称/3人称､ sg･ : 単数､ pl･ : 複数､ 形非 : 形動詞非過去形 ､ 過去 : 過去形 ､ 副動 : 副動詞､ 命令 : 命令法､ 否
非: 否定非過去形 ､ 否過 : 否定過去形､ 疑 ‥ 疑 問詞､ 付属 : 付属詞
捌
こ の節 は20 0 4年6月 に行われた日本言語学会第128回大会で の発表に基 づ い て い るo
凱
風間伸次郎氏 の示唆によ る｡
軌2 部温蒐語に関して は､ 臥 朝克 (1 98 6) で は こ の ような記述 があるo
直説法現在未完成形 は並列副動詞形 ＋助動詞biJnか らなるo (筆者訳)
1)d5U U r a X= nln XubJ血 塊 . 二 人の 兄が横にな っ て い るo
直説法過去未完成形 は並列副動詞形 ＋助動詞b トの過去形からな る｡ (筆者訳)
2)ta r xun mdu uJi 地 . 彼は 昔羊を放牧し て い たo
顎倫春語 に関して は､ 胡 (1 98 6) で は この ような記述がある｡
直説法現在進行形 は動作が発話時に行われた こ とを表すo 並列副動詞形 ＋助動詞bi- の現在凍来形からな る.
3)ta rlbaja o oLn Lu2i血. 彼はず っ とや っ てい るo
(筆者訳)
ただ し､ こ れまで の 両言語に関す る記述におい て ､ ホ ジ ェ ン 語の継続相･ mi bi- と似た形式 の記述しか見られない o
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